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一
、
は
じ
め
に

大
伴
旅
人
は
『
万
葉
集
』
の
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
、『
懐
風
藻
』
に
漢
詩

を
一
首
残
す
詩
人
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
と
詩
を
兼
ね
る
作
者
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
は
な
い
が
、
天
武
・
持
統
・
文
武
朝
に
は
大
津
皇
子
・
川
島
皇
子
・
文

武
天
皇
あ
る
い
は
藤
原
史
な
ど
が
あ
り
、
奈
良
朝
に
は
長
屋
王
・
大
伴
旅
人
・

境
部
王
あ
る
い
は
山
田
三
方
な
ど
の
歌
人
た
ち
が
漢
詩
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
両
者
を
兼
ね
る
作
者
の
作
品
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
詩
を
基
本
と
し
て
倭

歌
へ
と
向
か
う
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
大
伴
旅
人
の
詩
と
歌
も
そ
の
よ
う
な
枠

組
み
の
中
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
旅
人
の
二

つ
の
作
品
を
注
解
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
解
説
を
試
み
た
い
。

二
、
大
伴
旅
人
の
漢
詩
〔
注
解
と
解
説
〕

　
　
　
　

從
二
位
大
納
言
大
伴
宿
祢
旅
人
一
首
。
年
六
十
七

　
　
　
　
　
　

五
言
。
初
春
宴
に
侍
る
。
一
首
。

大
伴
旅
人
の
漢
詩
と
倭
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
注
解
と
解
説
〕

 

辰
巳　

正
明

寛
政
の
情
は
既
に
遠
く
、
迪
古
の
道
は
惟
れ
新
し
。
穆
々
た
る
四
門
の
客
、

済
々
た
る
三
徳
の
人
。
梅
雪
残
岸
に
乱
れ
、
烟
霞
早
春
に
接
す
。
共
に
遊

ぶ
聖
主
の
沢
、
同
じ
く
賀
す
撃
壌
の
仁
。（
四
四
）

　
　
　
　
　

五
言
。
初
春
の
公
宴
に
畏
ま
っ
て
参
加
す
る
。
一
首
。

政
治
の
法
律
や
刑
罰
を
寛
大
に
さ
れ
た
天
皇
の
恵
み
の
情
は
す
で
に
遠

い
昔
か
ら
続
き
、
古
い
仕
来
り
を
踏
襲
す
る
政
治
の
方
法
は
か
え
っ
て
新

し
い
。
四
方
の
門
か
ら
入
っ
て
く
る
美
し
く
立
派
な
姿
の
賓
客
、
威
儀
を

整
え
た
智
・
仁
・
勇
の
三
徳
の
人
た
ち
が
春
の
宴
会
に
参
列
す
る
。
梅
花

が
雪
の
よ
う
に
散
っ
て
池
の
岸
辺
に
乱
れ
、
木
々
に
掛
か
る
靄
は
早
春
に

連
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
客
人
た
ち
は
共
に
天
皇
の
素
晴
ら
し
い
恩
恵

に
預
か
り
、
我
々
は
一
緒
に
な
っ
て
尭
帝
の
時
の
老
人
の
よ
う
に
楽
器
を

撃
っ
て
天
皇
の
政
治
を
言
祝
ぐ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

從
二
位
大
納
言
大
伴
宿
祢
旅
人
一
首
。
年
六
十
七

　
　
　
　

五
言
。
初
春
侍
宴
。
一
首
。

寛
政
情
既
遠
。
迪
古
道
惟
新
。
穆
々
四
門
客
。
済
々
三
徳
人
。

梅
雪
乱
残
岸
。
烟
霞
接
早
春
。
共
遊
聖
主
澤
。
同
賀
撃
壌
仁
。

【
校
異
】

○
題
の
「
一
首
」
な
し
（
天
和
本
・
宝
永
本
・
寛
政
本
）。
○
廸
古
道
惟
新
（
天
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決
ま
り
や
刑
罰
を
緩
や
か
に
す
る
こ
と
を
指
す
。「
迪
古
」
と
対
。『
文
選
』
盧

子
諒
「
贈
崔
温
詩
」
に
「
羇
旅
及
寛
政
」
と
あ
り
、
注
に
「
君
之
恵
」
と
あ
る
。

○
情　

慈
愛
の
情
を
い
う
。
○
既
遠　

す
で
に
遠
く
か
ら
続
く
こ
と
。『
文
選
』

鮑
明
遠
「
舞
鶴
賦
」
に
「
践
神
区
其
既
遠
積
霊
」
と
あ
る
。
○
迪
古　

古
の
徳

を
踏
襲
す
る
こ
と
。
迪
も
廸
も
同
じ
意
。『
文
選
』
陸
士
竜
「
贈
馮
文
羆
遷
斥

丘
令
」
の
「
迪
」
の
注
に
「
孔
安
国
曰
、
迪
踏
也
。
言
信
踏
行
古
人
之
徳
」
と

あ
る
。
○
道　

政
道
。
○
惟
新　

世
が
改
ま
っ
た
こ
と
。
周
の
文
王
・
武
王
の

革
命
を
示
唆
す
る
。
維
新
に
同
じ
。
惟
は
発
語
。『
尚
書
』
商
書
に
「
惟
新
厥
徳
。

終
始
惟
一
。」
と
あ
る
。『
晋
書
』
の
「
礼
」
に
「
王
化
惟
新
、誠
宜
崇
明
禮
訓
」

と
あ
る
。『
文
選
』
潘
安
仁
「
西
征
賦
」
に
「
旧
邦
惟
新
」
と
あ
る
。「
楽
府
郊

廟
歌
辞
晋
郊
祀
歌
」「
饗
神
歌
」
に
「
天
祚
有
晋
、其
命
惟
新
」
と
あ
る
。
○
穆
々

　

う
や
う
や
し
い
こ
と
。
済
々
と
対
で
優
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。『
文
選
』

潘
正
叔
「
贈
陸
機
出
為
呉
王
郎
中
令
」
に
「
穆
穆
伊
人
。
南
国
之
紀
」
と
あ
る
。

「
楽
府
燕
射
歌
辞
斉
太
廟
楽
歌
」「
明
徳
凱
容
楽
」に「
其
容
穆
穆
、其
儀
済
済
」

と
あ
る
。
○
四
門
客　

四
方
か
ら
来
た
客
人
。
四
門
は
東
西
南
北
の
門
。
優
れ

た
王
の
噂
を
聞
い
て
、諸
国
か
ら
使
い
が
来
る
こ
と
を
い
う
。『
懐
風
藻
箋
註
』

は「
書
、四
門
穆
々
、孔
伝
穆
々
美
也
」を
あ
げ
る
。
杉
本『
懐
風
藻
』は『
左
伝
』

文
公
十
八
年
「
四
門
穆
穆
」
を
あ
げ
、『
唐
書
』
の
「
四
門
学
」
を
指
摘
す
る
。

古
典
文
学
大
系
『
懐
風
藻
』
は
「
孔
子
伝
」「
穆
穆
、美
也
、四
門
、四
方
之
門
」

を
あ
げ
る
。「
楽
府
燕
射
歌
辞
」「
周
五
声
調
曲
宮
調
曲
」
に
「
穆
穆
四
門
賓
」

と
あ
る
。
○
済
　々

威
儀
あ
り
盛
ん
な
様
を
い
う
。『
懐
風
藻
箋
註
』
は
「
詩
」

和
本
・
宝
永
本
・
寛
政
本
）。

【
注
釈
】

○
従
二
位　

大
宝
律
令
の
官
位
。
二
位
は
正
と
従
の
二
階
。
○
大
納
言　

太
政

官
の
左
右
大
臣
に
次
ぐ
官
職
。
○
大
伴
宿
祢
旅
人　

天
智
四
（
六
六
五
）
年
―

天
平
三
（
七
三
一
）
年
。
馬
飼
の
孫
、
安
麿
の
子
。
家
持
・
書
持
の
父
。
坂
上

郎
女
の
異
母
兄
。
和
銅
三
（
七
一
〇
）
年
一
月
正
五
位
上
左
将
軍
、
同
四
年
四

月
従
四
位
下
、
霊
亀
元
（
七
一
五
）
年
一
月
従
四
位
上
、
同
五
月
中
務
卿
、
養

老
二
（
七
一
八
）
年
中
納
言
、
神
亀
四
年
末
頃
に
大
宰
帥
と
し
て
下
向
、
天
平

二
（
七
三
〇
）
年
十
二
月
兼
大
納
言
に
よ
り
帰
京
、
同
三
（
七
三
一
）
年
一
月

従
二
位
、
同
七
月
没
。
大
宰
府
時
代
に
筑
前
の
守
の
山
上
憶
良
と
詩
歌
の
交

流
を
す
る
。
長
歌
一
首
、
短
歌
七
十
首
を
残
す
。『
続
日
本
紀
』
天
平
三
年
七

月
条
に
「
大
納
言
從
二
位
大
伴
宿
祢
旅
人
薨
。
難
波
朝
右
大
臣
大
紫
長
德
之
孫
。

大
納
言
贈
從
二
位
安
麻
吕
之
第
一
子
也
。」
と
あ
る
。
○
五
言　

一
句
が
五
字

か
ら
な
る
詩
体
。
○
初
春　

春
の
初
め
。
春
の
初
め
に
は
宮
廷
の
宴
が
行
わ
れ

た
。
漢
詩
に「
初
春
」の
詩
題
が
あ
る
。「
楽
府
相
和
歌
辞
平
調
曲
」「
燕
歌
行
」

に
「
初
春
麗
日
鶯
欲
嬌
」
と
あ
る
。「
陳
詩
」
張
正
見
の
「
初
春
賦
得
池
応
教

詩
」
に
「
遙
天
收
密
雨
。
高
閣
映
奔
曦
。
雪
尽
青
山
路
。
冰
銷
緑
水
池
。
春
光

落
雲
葉
。
花
影
発
晴
枝
。
琴
樽
奉
終
宴
。
風
月
豈
云
疲
。」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

『
万
葉
集
』巻
五
に「
初
春
令
月
」と
あ
る
。
○
侍
宴　

天
皇
の
宴
会
に
畏
ま
っ

て
参
列
す
る
こ
と
。『
文
選
』
顔
延
之
に
「
侍
宴
」
の
詩
が
あ
る
。
○
首　

詩

歌
を
数
え
る
単
位
。
○
寛
政　

寛
大
な
政
治
。
天
子
の
恵
み
を
い
う
。
厳
し
い
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恩
沢
。
天
皇
の
恩
恵
を
い
う
。『
文
選
』
楊
子
雲
「
甘
泉
賦
」
の
「
麗
万
世
」

の
注
に
「
言
恩
沢
之
多
若
雲
行
雨
施
君
臣
皆
有
聖
徳
。
故
華
麗
至
万
世
也
」
と

あ
る
。『
文
選
』
班
孟
堅
「
両
都
賦
序
」
に
「
王
沢
竭
而
詩
不
作
」
と
あ
る
。「
楽

府
燕
射
歌
辞
晋
四
廂
楽
歌
」「
食
挙
東
西
廂
楽
詩
」
に
「
流
沢
被
無
垠
」
と
あ
る
。

○
同
賀　

同
じ
く
言
祝
ぐ
こ
と
。「
楽
府
晋
朝
饗
楽
章
」
に
「
同
賀
聖
明
朝
」

と
あ
る
。
○
撃
壌
仁　
『
論
衡
』
に
尭
帝
の
時
に
老
人
が
楽
器
の
壌
を
打
っ
て

尭
の
深
い
仁
徳
を
褒
め
称
え
た
故
事
が
載
る
。『
懐
風
藻
箋
註
』
は
「
如
尭
時

賀
撃
壌
者
之
蒙
仁
沢
也
」
と
い
い
、『
懐
風
藻
註
釈
』
は
「
十
八
史
略
」
の
「
有

老
人
、
含
哺
、
鼓
腹
撃
壌
而
歌
」
を
あ
げ
る
。
こ
の
歌
は
「
日
出
而
作
、
日
入

而
息
、
耕
田
而
食
、
鑿
井
而
飲
。
帝
力
何
有
於
我
哉
。」
と
あ
る
。「
楽
府
郊
廟

歌
辞
晋
江
左
宗
廟
歌
」
の
「
歌
世
祖
武
皇
帝
」
に
「
野
有
撃
壌
、
路
垂
頌
声
」

と
あ
る
。「
全
唐
文
」
盧
照
鄰
の
「
楽
府
雑
詩
序
」
に
「
知
小
雅
之
歓
娯
。
撃

壌
尭
。」
と
あ
る
。

【
解
説
】

大
伴
旅
人
の
初
春
に
行
わ
れ
た
公
宴
に
侍
し
て
詠
ん
だ
詩
。
五
言
律
詩
体
詩
。

韻
は
新
・
人
・
春
・
仁
。
聖
天
子
が
行
う
政
治
は
遠
い
昔
か
ら
続
き
、
そ
れ
を

踏
襲
す
る
今
の
天
子
の
政
治
も
新
た
な
も
の
だ
と
称
賛
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
天
子

の
も
と
に
四
方
か
ら
優
秀
な
人
材
が
慕
い
集
ま
り
、
勝
れ
た
徳
を
備
え
た
賢
人

た
ち
も
天
子
の
も
と
に
集
ま
る
の
だ
と
い
う
。「
四
門
客
」
や
「
三
徳
人
」
は
、

聖
天
子
を
慕
い
称
賛
す
る
た
め
に
や
っ
て
来
た
詩
人
・
文
人
た
ち
で
あ
る
。「
惟

新
」
は
『
尚
書
』
に
見
え
る
語
で
、「
こ
れ
新
た
な
り
」
の
意
で
あ
り
、
周
の

大
雅
の
「
済
々
多
士
文
王
以
寧
。
毛
萇
曰
済
々
盛
也
」
を
あ
げ
、『
懐
風
藻
註

釈
』
は
「
書
」
皐
陶
謨
の
「
済
済
有
衆
、
感
聴
朕
命
」
を
あ
げ
る
。「
楽
府
燕

射
歌
辞
斉
太
廟
楽
歌
」「
明
徳
凱
容
楽
」
に
「
其
容
穆
穆
、
其
儀
済
済
」
と
あ

る
。
○
三
徳
人　

正
直
、
剛
毅
、
柔
軟
な
ど
の
徳
を
備
え
た
人
。『
尚
書
』「
洪

範
」
に
「
三
徳
。
一
曰
正
直
。
二
曰
剛
克
。
三
曰
柔
克
」
と
あ
る
。「
楽
府
郊

廟
歌
辞
漢
郊
祀
歌
」「
霊
芝
歌
」
に
「
象
三
徳
兮
瑞
応
図
」
と
あ
る
。
○
梅
雪

　

白
梅
を
雪
に
喩
え
た
。
梅
の
白
と
雪
の
白
と
を
合
わ
せ
て
紛
れ
の
表
現
を
意

図
。「
烟
霞
」
と
対
で
早
春
の
風
光
を
言
う
。「
楽
府
横
吹
曲
」「
梅
花
落
」
に

「
金
閨
怨
早
梅
。
雪
中
花
已
落
」と
あ
る
。「
陳
詩
」江
総
の「
梅
花
落
」に「
胡

地
少
春
来
。
三
年
驚
落
梅
。
偏
疑
粉
蝶
散
。
乍
似
雪
花
開
。」
と
あ
る
。
○
乱

残
岸　

池
の
崩
れ
た
岸
辺
に
散
っ
て
い
る
こ
と
。「
残
岸
」は
漢
語
と
し
て
未
見
。

崩
れ
た
岸
で
「
缺
岸
」
と
同
じ
か
。「
梁
詩
」
簡
文
帝
の
「
山
斎
」
に
「
缺
岸

新
成
浦
。
危
石
久
為
門
。」と
見
え
る
。
○
烟
霞　

靄
を
い
う
。『
玉
台
新
詠
』「
巫

山
高
」
に
「
烟
霞
乍
舒
」
と
あ
る
。
○
接　

接
続
す
る
こ
と
。
○
早
春　

春
の

初
め
。「
斉
詩
」
王
融
の
「
芳
樹
」
に
「
相
望
早
春
日
、
煙
華
雑
如
霧
」
と
あ

る
。「
北
周
詩
」
宗
懍
「
早
春
詩
」
に
「
昨
暝
春
風
起
。
今
朝
春
気
来
。
鶯
鳴

一
両
囀
。
花
樹
数
重
開
。」
と
あ
る
。
○
共
遊　

賓
客
た
ち
と
一
緒
に
宴
遊
す

る
こ
と
。「
魏
詩
」
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
「
高
鳥
摩
天
飛
。
凌
雲
共
遊
嬉
。」
と

あ
る
。
○
聖
主　

優
れ
た
主
人
。
こ
こ
で
は
天
皇
。
民
を
慈
し
む
こ
と
が
聖
主
。

『
文
選
』
楊
子
雲
の
「
長
楊
賦
」
に
「
蓋
聞
聖
主
之
養
民
也
」
と
あ
る
。「
楽

府
鼓
吹
曲
辞
吳
鼓
吹
曲
」「
関
背
徳
」
に
「
巍
巍
夫
聖
主
」
と
あ
る
。
○
沢　
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し
、
そ
の
四
に
、「
共
遊
聖
主
澤
。
同
賀
撃
壌
仁
。」
の
よ
う
に
聖
天
子
の
も
と

で
天
子
の
恩
恵
に
預
か
り
撃
壌
の
仁
を
賀
す
の
だ
と
賞
讃
す
る
。
こ
れ
が
旅
人

の
侍
宴
詩
に
お
け
る
天
子
賞
讃
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
「
寛
政
」
と

「
迪
古
」、「
遠
」
と
「
新
」
と
を
対
句
と
し
、「
穆
々
」
と
「
済
々
」、「
四
門
客
」

と
「
三
徳
人
」
を
対
句
と
し
、「
梅
雪
」
と
「
烟
霞
」、「
乱
残
岸
」
と
「
接
早
春
」

を
対
句
と
し
、「
共
遊
」
と
「
同
賀
」、「
聖
主
澤
」
と
「
撃
壌
仁
」
と
を
対
句

と
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
は
す
べ
て
の
句
が
対
句
仕
立
て
に
よ
っ
て
調
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
侍
宴
詩
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
詩
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
公
宴

に
詩
を
奏
上
す
る
旅
人
の
熟
考
し
た
文
章
力
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
大
伴
旅
人
の
倭
歌
〔
注
解
と
解
説
〕

暮
春
の
月
に
、
芳
野
の
離
宮
に
幸
し
し
時
に
、
中
納
言
大
伴

卿
の
、
勅
を
奉
じ
て
作
れ
る
歌
一
首
〔
并
せ
て
短
歌
、
未
だ

奏
上
を
逕
ざ
る
歌
〕

み
吉
野
の　

芳
野
の
宮
は　

山
か
ら
し　

貴
く
有
ら
し　

水
か
ら
し　

清
け
く
有
ら
し　

天
地
と　

長
く
久
し
く　

万
代
に　

改
は
ら
ず
有
ら

む　

行
幸
し
処
（
巻
三
・
三
一
五
）

　
　
　
　
　

反　

歌

　
　

昔
見
し　

象
の
小
河
を　

今
見
れ
ば　

弥
清
け
く　

成
り
に
け
る
か
も

                                            

（
巻
三
・
三
一
六
）

文
王
・
武
王
が
殷
を
平
定
し
た
革
命
を
讃
え
る
語
で
あ
る
。
殷
周
革
命
に
よ
り

世
が
改
ま
っ
た
こ
と
を
指
す
。
た
だ
、
天
皇
の
制
度
の
上
で
は
易
姓
革
命
を
取

ら
な
い
の
で
、
天
皇
は
古
く
か
ら
の
天
皇
の
道
を
受
け
継
ぐ
の
だ
と
す
る
。
そ

れ
で
人
々
は
聖
主
の
恩
恵
に
遊
び
、
尭
帝
の
民
と
等
し
く
太
平
を
喜
ぶ
の
で
あ

る
。
尭
帝
の
時
代
の
政
治
を
理
想
と
す
る
の
は
、
こ
の
時
代
の
知
識
人
た
ち
の

一
つ
の
教
養
で
あ
る
。「
梅
雪
乱
残
岸
」
は
、
白
梅
と
白
雪
と
の
重
ね
を
美
学

と
し
て
楽
し
む
表
現
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
の
旅
人
の
歌
に
「
わ
が
園
に
梅
の

花
散
る
ひ
さ
か
た
の
天
よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も
」（
巻
五
・
八
二
二
）
と
詠

ま
れ
て
い
て
、
趣
向
は
同
様
で
あ
る
。
白
梅
と
白
雪
と
が
重
な
る
紛
い
の
表
現

が
、詩
歌
に
お
い
て
モ
ダ
ン
な
表
現
と
し
て
流
行
す
る
。
ま
た
、旅
人
に
は
『
万

葉
集
』
に
吉
野
行
幸
の
時
の
歌
が
あ
り
、「
見
吉
野
之　

芳
野
乃
宮
者　

山
可

良
志　

貴
有
師　

水
可
良
思　

清
有
師　

天
地
与　

長
久　

万
代
尓　

不
改
将

有　

行
幸
之
宮
」（
巻
三
・
三
一
五
）
と
あ
り
、
吉
野
の
宮
は
山
は
貴
く
水
は

清
く
、
天
地
と
共
に
長
く
久
し
く
、
万
代
に
変
わ
ら
ず
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。

こ
の
旅
人
の
侍
宴
の
詩
は
公
宴
に
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
詩
形

式
が
十
分
に
熟
慮
さ
れ
中
国
の
古
典
を
正
し
く
踏
ま
え
、
十
全
に
調
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、「
寛
政
情
既
遠
。
迪
古
道
惟
新
。」
と
い

う
天
子
の
恵
み
へ
の
賞
讃
で
あ
り
、
そ
の
二
は
、
そ
う
し
た
聖
天
子
の
も
と
に

「
穆
々
四
門
客
。
済
々
三
徳
人
。」
と
い
う
優
れ
た
人
材
が
集
う
こ
と
へ
の
賞

讃
で
あ
り
、
そ
の
三
は
、
聖
天
子
の
廻
ら
す
季
節
は
正
し
く
春
を
廻
ら
し
「
梅

雪
乱
残
岸
。
烟
霞
接
早
春
。」
の
よ
う
に
美
し
い
春
の
到
来
し
た
こ
と
を
賞
讃



―111―

【
注
釈
】

○
暮
春
之
月　

暮
春
の
月
は
春
三
ヶ
月
の
最
後
の
月
。
季
春
。
○
幸
芳
野
離
宮

時　
「
幸
」
は
天
皇
が
各
地
を
廻
っ
て
天
下
に
恩
徳
と
い
う
幸
を
与
え
る
行
為
。

神
亀
元
（
七
二
四
）
年
三
月
一
日
か
ら
五
日
の
吉
野
行
幸
を
指
す
。
二
月
に
元

正
天
皇
か
ら
聖
武
天
皇
へ
の
譲
位
が
あ
っ
た
。
新
天
皇
と
し
て
の
最
初
の
行
幸
。

○
中
納
言
大
伴
卿　

中
納
言
は
太
政
官
の
次
官
。
従
三
位
相
当
。
大
伴
卿
は
大

伴
旅
人
。
天
平
三
（
七
三
一
）
年
七
月
没
。
大
宰
府
時
代
に
筑
前
守
の
山
上
憶

良
と
詩
歌
の
交
流
を
す
る
。
長
歌
一
首
、
短
歌
七
十
首
を
残
し
、『
懐
風
藻
』

に
漢
詩
一
首
を
残
す
。
前
章
参
照
。
○
奉
勅
作
并
短
歌　
「
奉
」
は
お
し
い
た

だ
く
意
。「
勅
」
は
天
皇
の
命
令
。
応
詔
の
歌
を
指
す
。「
短
歌
」
は
長
歌
に
付

属
し
て
長
歌
の
主
旨
を
述
べ
る
形
式
の
歌
。
短
歌
体
が
主
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

反
歌
を
指
す
。
○
未
逕
奏
上
歌
歌
一
首　
「
未
逕
奏
上
歌
」
は
奏
上
を
経
て
い

な
い
歌
。
天
皇
の
命
は
あ
っ
た
が
奏
上
の
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
の
自
注
。
○

見
吉
野
之
（
み
吉
野
の
）　
「
見
」
は
見
て
好
い
吉
野
と
続
く
。
吉
野
は
奈
良
県

吉
野
郡
の
地
。
宮
滝
が
あ
り
離
宮
が
営
ま
れ
、
山
紫
水
明
の
神
仙
境
と
さ
れ
た
。

持
統
天
皇
は
在
位
中
に
三
十
一
回
の
吉
野
行
幸
を
行
っ
て
い
る
。
○
芳
野
乃
宮

者
（
芳
野
の
宮
は
）　
「
芳
野
」
は
吉
野
の
好
字
。
宮
は
吉
野
離
宮
。
宮
滝
の
近

傍
に
営
ま
れ
た
。
○
山
可
良
志（
山
か
ら
し
）　

山
の
性
質
に
よ
る
こ
と
を
い
う
。

「
可
良
」
は
柄
で
物
の
性
質
。
山
の
性
質
は
『
論
語
』
雍
也
の
「
子
曰
、
智
者

楽
水
、仁
者
楽
山
。
智
者
動
、仁
者
静
。
智
者
楽
、仁
者
寿
」
に
基
づ
く
も
の
で
、

仁
者
が
山
を
楽
し
む
の
は
山
は
仁
と
い
う
徳
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
儒

暮
春
の
月
、
芳
野
離
宮
に
行
幸
が
あ
っ
た
時
に
、
中
納
言
大

伴
卿
が
、
勅
を
承
っ
て
作
っ
た
歌
の
一
首
〔
并
せ
て
短
歌
、

未
だ
奏
上
を
経
て
い
な
い
歌
〕

み
吉
野
の
、
こ
の
芳
野
の
宮
は
、
山
と
し
て
の
性
質
か
ら
か
、
貴
く
あ
る

よ
う
だ
。
水
と
し
て
の
性
質
か
ら
か
、
清
ら
か
に
あ
る
よ
う
だ
。
天
地
と

共
に
、
長
く
久
し
く
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
、
万
代
に
も
、
変
わ
ら
ず
に
あ

る
こ
と
だ
ろ
う
、
天
皇
の
行
幸
さ
れ
る
こ
の
処
は
。

　
　
　
　
　

反　

歌

か
つ
て
見
た
、
象
の
小
河
を
、
今
見
る
と
、
い
よ
い
よ
清
ら
か
に
、
成
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

暮
春
之
月
、
幸
芳
野
離
宮
時
、
中
納
言
大
伴
卿
、
奉
勅
作
〔
一

云
、
并
短
歌
、
未
逕
奏
上
歌
〕
歌
一
首

見
吉
野
之　

芳
野
乃
宮
者　

山
可
良
志　

貴
有
師　

水
可
良
思　

清
有

師　

天
地
与　

長
久　

万
代
尒　

不
改
将
有　

行
幸
之
處

　
　
　
　
　

反　

歌

昔
見
之　

象
乃
小
河
乎　

今
見
者　

弥
清　

成
尒
来
鴨

【
校
異
】

○
「
水
」　

底
は
「
氷
」。
類
聚
古
集
ら
に
よ
る
。
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（
今
見
れ
ば
）　

昔
に
対
し
て
今
の
象
の
小
川
を
い
う
。
○
弥
清（
弥
清
け
く
）

　
「
弥
」
は
ま
す
ま
す
。
○
成
尒
来
鴨
（
成
り
に
け
る
か
も
）　

清
く
な
っ
た
こ

と
へ
の
感
動
。「
鴨
」
は
詠
嘆
。

【
解
説
】

暮
春
の
月
、
芳
野
離
宮
に
行
幸
が
あ
っ
た
時
に
、
中
納
言
大
伴
卿
が
、
勅
を

承
っ
て
作
っ
た
歌
の
一
首
と
并
せ
て
短
歌
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
歌
は
奏
上
を

経
て
い
な
い
歌
で
あ
る
と
い
う
。
神
亀
元
（
七
二
四
）
年
二
月
に
元
正
天
皇
か

ら
聖
武
天
皇
へ
の
譲
位
が
あ
っ
た
。
翌
三
月
一
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
新
天
皇

と
し
て
の
最
初
の
聖
武
天
皇
の
吉
野
行
幸
が
行
わ
れ
た
。
新
し
い
天
皇
の
誕
生

に
よ
り
宮
廷
は
祝
賀
ム
ー
ド
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
新
天
皇
を
披

露
す
る
宮
廷
を
挙
げ
て
の
行
幸
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
作
者
の
大
伴
旅
人
は
、

前
も
っ
て
歌
を
献
上
す
る
よ
う
に
命
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

は
献
上
に
は
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

天
皇
の
行
幸
は
天
下
に
天
皇
の
徳
を
宣
布
す
る
儀
礼
で
あ
る
。『
漢
書
』

光
武
帝
紀
建
元
元
年
の
記
事
の
「
己
亥
幸
懐
」
の
注
に
「
天
子
所
行
必
有
恩

幸
。
故
称
幸
」
と
あ
り
、
蔡
邕
の
『
独
断
』
に
は
「
天
子
車
駕
所
至
、
賜
以
食

帛
、
民
爵
有
級
、
或
賜
田
租
。
故
謂
之
幸
。
行
幸
巡
行
也
。」
と
あ
る
。
ま
た

『
芸
文
類
聚
』
巡
狩
の
引
く
「
礼
注
」
に
行
幸
は
「
尊
天
重
民
」
だ
と
み
え
る
。

さ
ら
に
『
初
学
記
』
の
巡
狩
に
は
「
左
伝
」
を
引
い
て
「
天
子
非
展
義
不
巡
狩
。

杜
預
注
云
、
天
子
巡
狩
、
所
以
宣
布
徳
義
。」
と
あ
る
。
天
皇
行
幸
の
意
味
は

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
行
幸
儀
礼
の
場
で
勅
を
受
け

教
的
自
然
観
の
基
本
。
山
水
仁
智
と
い
う
。
○
貴
有
師
（
貴
く
有
ら
し
）　

貴

く
あ
る
よ
う
だ
。「
有
師
」
は
「
あ
る
ら
し
」
の
約
音
。
確
実
な
こ
と
へ
の
推
測
。

○
水
可
良
思
（
水
か
ら
し
）　

川
の
性
質
に
よ
る
こ
と
を
い
う
。「
可
良
」
は
柄

で
物
の
性
質
。
水
の
性
質
は
山
の
性
質
と
均
し
く
、『
論
語
』
の
山
水
仁
智
に

基
づ
き
、
水
は
智
者
の
徳
と
均
し
い
と
さ
れ
た
。
儒
教
的
自
然
観
の
基
本
。
○

清
有
師（
清
け
く
有
ら
し
）　

清
ら
か
に
あ
る
よ
う
だ
。「
有
師
」は「
あ
る
ら
し
」

の
約
。
○
天
地
与
長
久（
天
地
と
長
く
久
し
く
）　

天
地
と
等
し
い
永
遠
を
い
う
。

「
魏
詩
」（
巻
九
）
嵇
康
の
「
四
言
贈
兄
秀
才
入
軍
詩
」
に
「
人
生
寿
促
。
天

地
長
久
。」
と
あ
る
。『
老
子
』
の
「
天
長
地
久
」
に
よ
る
。
○
万
代
尒
（
万
代

に
）　

天
皇
の
世
の
永
遠
を
い
う
。「
全
晋
文
」（
巻
八
十
）
温
嶠
の
「
諫
太
子

馬
射
」
に
「
忘
万
代
之
基
」
と
あ
る
。
○
不
改
将
有
（
改
は
ら
ず
有
ら
め
）　

万
代
不
改
を
い
う
。「
全
漢
文
」（
巻
十
六
）
賈
誼
の
「
過
秦
論
」
に
「
二
世
受
之
。

因
而
不
改
。」
と
あ
る
。「
将
有
」
は
「
将
に
有
ら
ん
と
す
」。
今
後
も
こ
の
よ

う
に
有
る
だ
ろ
う
の
意
。
○
行
幸
之
處
（
行
幸
し
処
）　

天
皇
の
行
幸
は
天
を

敬
し
民
を
重
ん
じ
、
天
子
の
徳
を
天
下
に
恵
む
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
で
幸
と
い

う
。「
處
」
を
「
宮
」
と
す
る
写
本
も
あ
り
「
行
幸
の
宮
」
と
す
る
。
○
反
歌

　

長
歌
に
付
属
し
て
長
歌
の
主
旨
を
述
べ
る
形
式
の
歌
。
た
だ
し
題
詞
の
注
に

「
短
歌
」
と
あ
り
、
長
歌
に
付
属
す
る
短
歌
は
反
歌
と
は
性
格
を
異
に
し
て
接

続
は
緩
や
か
。
○
昔
見
之
（
昔
見
し
）　

か
つ
て
作
者
が
経
験
し
た
こ
と
を
い

う
。
○
象
乃
小
河
乎
（
象
の
小
河
を
）　

吉
野
の
宮
滝
へ
流
れ
る
吉
野
川
の
支

流
を
指
す
。
吉
野
の
如
意
輪
寺
か
ら
宮
滝
へ
至
る
山
中
を
流
れ
る
。
○
今
見
者
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る
い
は
「
天
地
与　

長
久　

万
代
尒　

不
改
將
有
」
は
、『
老
子
』
に
よ
れ
ば
「
天

長
地
久
、
天
地
所
以
能
長
且
久
者
、
以
其
不
自
生
、
故
能
長
久
」
と
い
う
よ
う

に
、
聖
人
は
自
己
の
身
を
後
に
し
て
民
の
身
を
先
ん
じ
る
の
で
あ
り
、
無
私
の

生
き
方
に
よ
り
長
久
と
な
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
天
子
は
無
私
の

心
に
よ
り
民
を
先
に
す
る
政
治
を
行
う
実
践
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
吉
野
の

宮
は
永
遠
不
変
の
宮
で
あ
る
と
言
祝
ぐ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
奏
上

さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
奏
上
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
場
と
機
会
が
必
要
で
あ

る
が
、
そ
の
場
も
機
会
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
旅
人
は
こ
の
歌
を
書
き
と
ど

め
て
、
と
も
か
く
息
子
の
家
持
に
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

大
伴
旅
人
の
倭
歌
は
漢
詩
・
漢
文
が
基
本
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
倭
歌
は
奈
良
朝
知
識
人
文
学
の
成
立
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
奈
良
朝
は
遣
唐

使
の
時
代
で
あ
り
、
漢
文
学
に
よ
っ
て
文
化
形
成
を
遂
げ
た
時
代
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
時
代
の
背
景
を
受
け
て
大
伴
旅
人
の
文
学
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

『
懐
風
藻
』
に
詩
を
残
さ
な
い
山
上
憶
良
に
も
、『
万
葉
集
』
に
漢
詩
が
二
首

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
漢
文
学
を
背
景
に
憶
良
も
旅
人
も
倭
歌
へ
と
向

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
代
の
漢
詩
は
ま
だ
儀
礼

性
の
中
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
個
人
の
情
を
訴
え
る
の
は
倭
の
言
葉
に
よ
る

歌
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
旅
人
の
漢
詩
と
歌
が

て
詩
歌
を
奏
上
す
る
こ
と
が
い
か
に
名
誉
で
あ
る
か
が
知
ら
れ
よ
う
。

天
皇
の
詔
を
受
け
た
旅
人
は
、
新
天
皇
の
即
位
を
慶
賀
す
る
こ
と
の
た
め

に
、
こ
の
時
代
の
最
先
端
を
行
く
賀
歌
を
目
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
吉
野

は
柿
本
人
麿
が
持
統
天
皇
の
行
幸
に
従
い
、
壮
大
な
賀
詞
を
二
組
も
献
上
し
て

い
た
。
吉
野
行
幸
に
勅
を
承
っ
て
歌
を
献
上
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
名
誉
な
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
旅
人
は
、
新
し
い
時
代

思
想
を
取
り
入
れ
た
賀
詞
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
名
も
美

し
い
こ
の
吉
野
の
宮
は
、「
山
可
良
志　

貴
有
師
」「
水
可
良
思　

清
有
師
」
と

い
っ
た
整
然
と
し
た
対
句
を
用
い
、
加
え
て
「
天
地
与　

長
久
」「
万
代
尒　

不
改
將
有
」
と
い
う
よ
う
に
や
は
り
対
句
を
調
え
て
祝
福
の
辞
を
加
え
る
。
そ

れ
ぞ
れ
を
「
山
―
水
」「
貴
―
清
」「
天
地
―
万
代
」「
長
久
―
不
改
」
の
よ
う
に
、

立
派
な
対
句
仕
立
て
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
天
皇
が
行
幸
さ
れ
る
吉
野
の
宮
だ

と
称
賛
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
代
の
儒
教
と
老
荘
の
哲
学
を
取
り
入
れ
て
、
天

皇
の
永
遠
と
吉
野
の
宮
の
恒
久
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。「
山
可
良
志　

貴
有
師

　

水
可
良
恩　

清
有
師
」
は
、『
論
語
』
雍
也
の
「
子
曰
、
智
者
楽
水
、
仁
者

楽
山
。
智
者
動
、
仁
者
静
。
智
者
楽
、
仁
者
寿
」
に
基
づ
く
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
を
こ
こ
に
写
し
て
吉
野
の
山
水
の
徳
と
天
皇
の
仁
智
の
徳
を
重

ね
た
の
で
あ
る
。
川
を
水
と
し
た
の
は
、「
山
水
」
に
合
わ
せ
た
た
こ
と
に
よ

る
。
し
か
も
、天
皇
の
仁
智
の
徳
は
『
韓
詩
外
伝
』
に
よ
れ
ば
「
仁
者
何
以
楽
山
。

山
者
万
物
之
所
瞻
仰
也
」「
夫
水
者
縁
理
而
行
。
不
遺
小
。
似
有
智
者
」
と
い

う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
天
皇
の
徳
と
し
て
称
賛
す
る
の
で
あ
る
。
あ
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注
○
『
懐
風
藻
』
の
本
文
は
辰
巳
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
）
に
よ
る
。

○
『
万
葉
集
』
の
本
文
・
訓
読
は
「
西
本
願
寺
本　

萬
葉
集
」
に
基
づ
き
辰
巳
が
作

成
し
た
。
以
下
同
じ
。
○
漢
文
文
献
は
、「
雕
龍
古
籍
全
文
検
索
」（
台
湾
得
泓
資
訊

有
限
公
司
版
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。　

以
下
同
じ

明
確
に
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
詩
と
歌
は
い
ず
れ
も
儀
礼
の
場
に

奏
上
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
の
儀
礼
の
詩
歌
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
除
い
た
旅
人

の
倭
歌
は
個
人
の
情
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。
倭
の
歌
と
は
そ
の
よ
う
な
個
人
の

情
を
訴
え
る
こ
と
を
伝
統
と
し
て
来
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
旅
人
の
亡
妻
悲

傷
歌
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。




